
【収入保険】私の選択・加入者の声

「台風で倒木被害 収量減に備えたい」

（農業共済新聞［宮城県版］ 2019年6⽉2週号より）

【宮城県亘理町 永谷 和彦さん（67）】

⽔稲とリンゴを栽培。特にリンゴは、品種「ふじ」を中
⼼に、早⽣から晩⽣まで20品種を⼿掛けています。
2018年10⽉に、台⾵24、25号が続けて襲来した際には、

収穫前のリンゴ落果や、倒⽊といった深刻な被害を受けま
した。
樹体被害の場合は、翌年の着果にも影響するので、今年

は例年通り収穫量を確保できるか⼼配でした。
今後、このような被害が発⽣しても、収⼊保険の最⼤補償割合を選択すれば、基準収

⼊の９割を下回った場合も安⼼できますね。
加⼊時には、⻘⾊申告の実績から、保険料や収⼊が下がった場合の補てん⾦を、Ｎ

ＯＳＡＩ職員がシミュレーションし、分かりやすく説明してくれました。果樹共済時
代からの信頼関係が決め⼿になったと思います。
また、果樹は凍霜害・ひょう害など⾃然災害は避けられません。果樹農家や、⼩規

模でも新しく挑戦する農家の⽅々に、経営の⽀えとなる収⼊保険をお勧めします。




